三菱一号館美術館　名品選2013
近代への眼差し　印象派と世紀末美術
三菱一号館美術館（東京・丸の内）　　2013.10.05~2014.01.05
　「三菱一号館美術館」は、明治時代の建造物を復元し2010年4月に開館した館で、19世紀末の美術品の大規模な収集品を保有することで知られている。
19世紀から20世紀初頭にかけては、フランス・パリを中心にして「ルノアール（1839〜1919）、モネ」らの印象派に、「ルドン、ロートレック」らが新しい表現を模索した時代で、美術史上最も豊穣な時代であるといわれている。
　今回の展覧会は、その後の芸術に大きな影響を与えた「39人」の美術家たちの“夢と理想、自由の輝きに満ちた作品”を展示する世紀末美術の企画である。
　展示作品は、「ルノアール、モネ、セザンヌ」といった印象派、「ルドン、ヴァットロン」などのナビ派、「ロートレック」の版画など「149点」である。
　展示品の目玉は、「ルノアール：長い髪をした若い娘」（1884年 油彩・カンヴァス ポスター写真中央）で、画伯が他の印象派の画家たちと同様、人物を好んで描いた作品の一つである。巨匠の作品は、“ばら色の、官能的な、輝くような、豊満な”という形容詞で語られ、パリ市民の生活を大いに反映しており、親しみやすく意外に奥深いと評価されている。
　他の展示品は、初公開を含めて「モネ、セザンヌ、ロートレック、ルドン、ドニ」らの名画が数多く展示されており見逃せない展覧会である。
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